
都心エネルギーアクションプラン

“キックオフ”フォーラム
～2030年 低炭素で持続可能な札幌都心を目指して～

さっぽろ市
02-B02-19-2424
31-2-1571

1 主催者挨拶

『都心エネルギーアクションプランの目指すもの』

千葉大学大学院工学研究院地球環境科学専攻 教授
村木 美貴 氏

『持続可能なまちづくりに向けた官民連携とパラダイムシフト』
コーディネーター

パ ネ リ ス ト
村木 美貴
藻谷 浩介
久野 譜也
井上 俊幸
秋元 克広

（千葉大学大学院工学研究院地球環境科学専攻教授)
（日本総合研究所調査部主席研究員、地域エコノミスト）
（筑波大学大学院人間総合科学研究科教授、健康政策）
（三菱地所株式会社開発戦略室長兼開発推進部長）

（札幌市長）

氏
氏
氏
氏

札幌市長 秋元 克広

◎ 受 付 フ ォ ー ム http://www.city.sapporo.jp/kikaku/downtown/toshin-energy/ap-forum.html
◎ F A X ：011-218-5112
※お申込み時に「お名前」「ご所属（法人又は団体の場合）」「電話番号」をお知らせ下さい。

◎ 締切：2月11日(火) 定員に達し次第、締め切らせていただきます。

プログラム

：
：

◎
◎

2 基調講演

3 パネルディスカッション

令和２年 2月12日（水）
14：00～17：00（受付13：30～）

道新ホール
（札幌市中央区大通西３丁目 道新ビル大通館８階）

日 時

会 場
アクセス方法：JR札幌駅（南口）より徒歩10分、地下鉄大通駅より徒歩3分

主 催 札幌市
まちづくり政策局

参加費 無料

お申込み方法 インターネットによる受付フォーム、FAXのいずれかの方法でお申込み下さい。

http://www.city.sapporo.jp/kikaku/downtown/energy-index.html

『札幌市の急速な人口成熟と都市戦略』

日本総合研究所調査部主席研究員、地域エコノミスト
藻谷 浩介 氏

札幌市は、都心部の低炭素で持続可能なまちづくりのビジョンと戦略を示す都心エネルギーマスタープラン（平成
30年3月策定）の実施計画となる都心エネルギーアクションプランを令和元年12月に策定します。
本フォーラムでは、都心エネルギープランの３つの基本方針「低炭素」「強靭」「快適・健康」と今後着手する７つ

のプロジェクトを発信するとともに、SDGsの達成に貢献する持続可能なまちづくりを実現するうえでの課題と解決策
について、国内外の事例を交えて有識者からアドバイスを頂きます。

受付フォーム プラン公開先

定 員 700名（先着順）

プラン公開先

協 力 HTB北海道テレビ

森 さやか （HTBアナウンサー）司 会：
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都心のまちづくりと環境エネルギー施策に関わる変遷

まちを強靭に

登壇者の方々

札幌都心ではこれまで、環境やエネルギーに
関する先進的な取組をまちの発展に合わせて
行ってきました。「SDGs未来都市さっぽろ」
は、これからもそれらのレガシーを最大限に活
用しながら、大幅な低炭素化と共に、地域経済
を支える都市間競争力の強化を図ります。そし
て何よりも、私たちの暮らしを取り巻く環境や
生活の質をより高めながら、持続的に発展する
世界のモデルとなるまちづくりを進め、次世代
へと引き継いでいきます。

プロフィール
■千葉大学大学院工学研究院地球環境科学専攻教授
国土交通省や総務省の数々の先進事業に委員として選任され、
札幌都心エネルギープラン検討会議の座長としてもプランの
策定に加わり、国内外の要所でその成果を発信している。

村木 美貴 氏

世界の先進的な低炭素都市づくり、
SDGs、スマートシティを研究してい
ます。札幌が世界でいちばんの環境都
市になるよう応援します！Miki Muraki

むらき み き

プロフィール
■日本総合研究所調査部主席研究員
日本政策投資銀行地域企画部特別顧問 地域エコノミスト
平成大合併前の約3200の市町村すべて、海外95カ国を私
費で訪問。地域特性を多面的に把握し、地域振興や人口問
題に関して精力的に研究・執筆・講演を行っている。

藻谷 浩介 氏

日本の化石燃料輸入は、最近２
年間に６兆円も増えました。消費
増税分より大きい額です。まちづ
くりでこれを減らせるか？ 札幌
の挑戦に注目です。Kousuke Motani

もたに こうすけ

プロフィール
■筑波大学大学院人間総合科学研究科教授
健康政策を専門領域とし、科学的根拠に基づいた高齢社会に
対する健康施策に専門的な知見を持ち、自治体の健康づくり
に関するコンサルティング業務にも多数関わっている。

久野 譜也 氏

札幌市の健康寿命延伸に関する札
幌市市政アドバイザーに就任しまし
た。札幌市に住むと自然と健幸にな
れるまちを目指してください！Shinya Kuno

く の しんや

プロフィール
■三菱地所株式会社開発戦略室長兼開発推進部長
日本最大のオフィス街である大手町・丸の内・有楽町地区
や横浜のみなとみらい21など、エリア一体となった大型再
開発プロジェクトに関わり、エリア全体として価値を持続
的に高める取組を行っている。

井上 俊幸 氏

まちの魅力を引き出す、あるい
はさらに伸ばすにはどうすればよ
いか、エリア単位でまちづくりを
進めてきた事例をご紹介します。Toshiyuki Inoue

いのうえ としゆき

プロフィール
■札幌市長
昭和54年札幌市役所入庁
南区長、市長政策室長、副市長を経て平成27年より現職
を務めている。

秋元 克広 氏

エネルギー施策と連動した都心
の再構築を進めるとともに、
SDGsへの取り組みを推進し、
ハードとソフトの両面から持続可
能なまちづくりを進めます。Katsuhiro Akimoto

あきもと かつひろ


